
研究課題の紹介

課題設定の方針
　我が国の農林水産業・農山漁村は、国民一人一人
に良質かつ安定的に食料を供給するとともに、その
営みを通じて、国土保全等の多面的かつ重要な役割
を果たしています。その一方で、不安定化する社会
情勢に対し、食料安全保障のより一層の強化が求め
られています。また、世界的に環境の持続性に対す
る意識が高まる中、環境と調和の取れた食料システ
ムの確立が急務となっています。さらに、人口減少
や高齢化が進行し、集落の共同活動によって支えら
れてきた、農業が営まれている場かつ農業者を含め
た住民の生活の場である農村社会の維持が懸念され
ています。
　昨年「食料・農業・農村基本法（以下、基本法）」
が改正され、本年４月に「食料・農業・農村基本計
画（以下、基本計画）」が改正されました。農政の
大きな転換点に際し、当研究所では行政部局と連
携・調整を行った上で研究課題を設定し、政策上重
要な課題や政策展開の方向に機動的かつ的確に対応
して政策研究を進めることとしています。また、当
研究所の専門性や知見を活かし、学術的水準の高い
成果も目指しつつ、一歩先を見据えた基盤的・先導
的な政策研究を行ってまいります。

令和７年度における具体的な研究課題
　令和７年度について当研究所では、基本法に即
し、基本計画に基づく施策の推進に向けて、以下の
４項目に基づき研究を進めていきます。
（１）食料安全保障の確保
（２）農業の持続的な発展
（３）�環境と調和のとれた食料システムの確立・多

面的機能の発揮
（４）農村の振興
　なお、当研究所における研究枠組みは、中長期的
な政策課題に対応して実施する「プロジェクト研
究」、当研究所が行う研究と大学等への委託研究と
を連携させつつ実施する「連携スキーム研究」等が
あります。

１．食料安全保障の確保に関する調査・研究
消費者・実需者のニーズを踏まえた新たな価値の創
出に関する研究（プロジェクト研究）
　�新規食品の社会実装に向けた条件の整備に関する
研究

　新規の代替タンパク質について、国内における生
産・流通等の実態のほか、安全確保に係る諸外国の
制度を分析することで、新規の代替タンパク質の社

会実装を図る上での課題、対応方向、条件等を明ら
かにします。

　�知的財産、ブランドを活用した農林水産物の競争
力の強化・地域振興に関する研究

　知的財産や地域ブランドの活用の具体的取組とこ
れらの取組の有効性に影響を与える地域のガバナン
ス体制や消費行動等を分析することにより、農林水
産物の高付加価値化、地域振興、国際競争力の強化
を図る上での課題、対応方向、成功条件等を解明し
ます。

　�超高齢社会における食料品アクセス問題に関する
研究

　食料品アクセスマップの推計・検証及び各種調査
から、食料品アクセス問題の地域や集団等における
影響や要因とともに解決の方向性について明らかに
します。

国際的な食料供給リスクが我が国のフードシステム
に与える影響に関する研究（連携研究）
　我が国の食料供給に影響を与え得る国際的な食料
供給リスクを特定し、影響緩和のメカニズムについ
て理論的分析を行います。また、我が国のフードシ
ステムにおける価格伝達構造を分析するとともに、
国際的な食料供給リスクが発生した場合の影響につ
いて検証します。

主要国における農業政策の多様化とそれを踏まえた
中長期的な世界食料需給に関する研究（プロジェク
ト研究）
　我が国の農業政策の立案や食料需給の観点から重
要となる、EU、英国、米国、ロシア、アルゼンチ
ン、中国、インド、ASEANやアフリカ諸国などを
対象として、農業政策・貿易政策や主要農産物の需
給動向の把握・分析を行います。
　また、当研究所で開発した世界食料需給モデルの
改良を図りながら、中長期的な需給予測や予測の前
提となる与件の変化に対応したシナリオ分析を検討
し、各国の分析と連携して、食料需給の構造的変化
の定量的な見通しと変動要因等の影響評価を行いま
す。

アフリカにおける食料安全保障に関する研究� �
－グローバル・サウスとの関わりにも着目して－
（連携研究）
　アフリカにおける食料安全保障の現状を整理・分
析します。その際、アフリカ諸国・地域と農産物貿
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易等で関係が深くなっているグローバル・サウス諸
国（インド、タイ、アルゼンチン等）側からの分析
も行います。

農産物・食品の輸出制限的措置による世界の食料需
給・貿易構造及びフードセキュリティへの影響に関
する研究（連携研究）
　主要農産物輸出国等による輸出制限的措置の経済
的・政策的誘発要因について国別に分析し、その経
済的・政策的効果を評価します。また、当該措置に
よる世界の食料需給・貿易構造及びフードセキュリ
ティへの影響評価を行い、望ましいフードセキュリ
ティ指標の構築に向けた政策提案を行います。

２．農業の持続的な発展に関する調査・研究
人口減少社会における農業・農村の構造変動と農業
経営の改善及び土地利用の動向に関する研究（プロ
ジェクト研究）
　人口減少社会における地域農業の発展に関する研究
　地域農業の発展に必要となる労働力の確保や農地
集約化について、統計分析や現地調査を組み合わせ
て現状と課題・対応方向を整理します。また、集
積・集約や転作による農地の高度利活用について社
会的・地理的な規定要因や将来的なシミュレーショ
ン等の分析を行います。

外部環境の変動が農水産業の生産性へ及ぼす影響の
検証と改善方法に関する研究（連携研究）
　気候変動や生産資材価格の高騰等の外部環境の変
化が顕著となる中、これらの影響やスマート技術の
導入による効果等を生産性の観点から評価・検証
し、生産性向上に向けた課題・改善策等を検討しま
す。

地域の持続可能性の実現に向けた農業経営の価値創
造（CSV）及び多様なステークホルダーの役割に
関する研究（連携研究）
　農業経営の経済的評価に加え、社会的インパクト
評価、環境インパクト評価を行うとともに、経営内
部の人的資源マネジメントやコーポレートガバナン
スが、経営の社会的持続性等に及ぼす影響を解明し
ます。加えて、多様なステークホルダーが、農業の
持続可能性の向上に果たす役割を明らかにします。

３．環境と調和のとれた食料システムの確
立・多面的機能の発揮に関する調査・研究

我が国の持続的で多様な農業に関する研究（連携研究）
　有機農業等の環境保全型農業拡大のための産地形
成や販売等に係る取組と課題を把握するとともに、
都市・都市近郊における多様な農業（体験農園、日
本型CSA、都市型農業公園等）の現状を整理し、こ
れらの持続的で多様な農業の役割が効果的に発揮さ
れる要件を解明します。

持続的な農山村・農林業を支える地域資源循環の推
進に関する研究（プロジェクト研究）
　�農山村地域における地域資源の活用・循環への取
組に関する研究

　農山村地域における農地・林地等の地域資源の活
用・循環に関する取組主体の調査により、地域への
影響・課題を分析するとともに、その推進施策など
を考察します。

　環境負荷低減の取組の促進に関する研究
　地域資源循環や環境負荷低減に貢献する農業につ
いての現地調査・データ等を用いた分析を通じて、
地域農業・資源循環の持続・拡大を可能にする社
会・環境条件を抽出し、地域における取組の有効
性、課題を含めた対応方向などを解明します。

４．農村の振興に関する調査・研究
人口減少社会における農業・農村の構造変動と農業
経営の改善及び土地利用の動向に関する研究（プロ
ジェクト研究：再掲）
　�農山村地域の振興及び地域資源の持続的管理に関
する研究

　土地利用や農業従事者数、農業産出額等の農業関
係のデータに加え、社会的データ等を含めた農村地
域の整理・分析を行います。また、農地を含む土地
利用や地域資源の維持管理を実現するための課題と
対応方向を考察します。

　�農業分野における災害被害の状況と多様な地域農
業構造を踏まえた復旧・復興支援の方法に関する
研究

　被災地域の追跡調査により現時点での農業構造の
変化や農業の復旧・復興状況、課題等を明らかにし
ます。また、近年の災害被災地域の現状・課題等を
事例調査や統計データ等から把握し、過去の復旧・
復興と比較することで、望ましい復旧・復興支援の
方法を考察します。

農村地域における多様な主体の参画促進に関する研
究（連携研究）
　農村RMO等の地域の主体形成や多様な人材の参
画に取り組む地域を対象として、地域資源の活用や
生活支援など多角的な視点から現地調査を行い、中
山間地域等の農村における所得向上と雇用の創出、
人が住み続けられるための条件整備を進めるための
課題と可能性を明らかにします。

おわりに
　当研究所では、社会情勢の変化を踏まえつつ、連
携先の多様化や柔軟な研究体制の構築に努めてまい
ります。今後とも、行政からの政策研究ニーズに的確
に対応しつつ、農業経済学を始めとする学術分野の発
展に貢献することを目標に研究活動を推進してまいり
ますので、当研究所の研究活動にご理解をいただくと
ともに、幅広いご指導、ご鞭撻を賜れれば幸いです。
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